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新
年
を
迎
え
、
労
災
保
険
、
雇

用
保
険
の
年
度
更
新
手
続
の
準
備

を
始
め
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
東
京
土
建
で
は
労

働
保
険
事
務
組
合
も
併
設
し
て
お

り
、
低
廉
な
費
用
で
各
種
手
続
の

お
手
伝
い
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

建
設
業
で
の
労
災
保
険
の
特
色

と
し
て
、
元
請
が
自
社
の
労
働
者

だ
け
で
な
く
下

請
、
孫
請
の
労

働
者
の
分
ま
で

ま
と
め
て
保
険

料
を
支
払
い
、

元
請
の
労
災
保

険
番
号
を
使
っ
て
各
種
の
請
求
を

行
な
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

元
請
と
連
動
し
て
保
険
請
求
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
下
請
、
孫
請
の
労
働
者

が
労
災
事
故
に
あ
い
、
労
災
保
険

や
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
手
続
で

元
請
に
相
談
に
行
っ
て
も
断
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
理
由
は
様

々
で
す
が
、
た
と
え
ば
現
場
の
安

全
担
当
者
が
「
ゼ
ロ
災
害
継
続
○

日
」
を
断
絶
さ
せ
る
の
を
嫌
が
っ

て
い
る
、
労
災
保
険
料
が
跳
ね
上

が
る
の
を
心
配
し
て
い
る
、
労
災

事
故
が
あ
る
と
公
共
工
事
に
参
加

で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
…
等
が
多

い
よ
う
で
す
。

自
社
の
労
災
保
険
番
号
を
持
っ

て
い
る
下
請
の
場
合
に
は
そ
れ
を

使
う
よ
う
に
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
労
働
基
準
監
督
署
に
は

頼
ら
ず
に
治
療
費
と
休
業
補
償
を

下
請
け
が
出
す
な
ら
元
請
か
ら
も

十
分
な
見
舞
金
を
出
し
ま
す
、
と

ま
る
で
「
元
請
も

譲
歩
し
て
い
ま
す

よ
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
説
得
さ
れ

る
こ
と
す
ら
あ
り

ま
す
。

し
か
し
「
逆
ら
え
ば
こ
の
元
請

か
ら
仕
事
が
も
ら
え
な
い
の
で

は
」
と
応
じ
る
の
は
待
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
ず
は
被
災
者
や
家
族
の

こ
と
を
考
え
て
正
し
い
手
続
を
す

る
べ
き
で
す
。上
記
の
よ
う
な「
労

災
隠
し
」
に
応
じ
る
こ
と
で
、
本

来
受
け
ら
れ
る
は
ず
の
給
付
が
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
起

こ
る
の
で
す
。

労
災
隠
し
は
犯
罪
行
為
で
す
。

発
覚
す
れ
ば
送
検
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
、
そ
の
場
合
に
は
次
の
仕
事

ど
こ
ろ
か
事
業
の
継
続
も
危
う
く

な
り
ま
す
。
労
災
隠
し
を
強
要
さ

れ
た
ら
、
ま
ず
東
京
土
建
の
支
部

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
労
務
士

栗
原

清

栗原さん

12
月
17
日
〜
20
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
た
「
第
59
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
（
以
下
、
技
能
五

輪
）
」
の
建
築
大
工
職
種
で
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
、

カ
レ
ッ
ジ
）
第
23
期
生
の
関
根
祥
智
（
よ
し
の
り
）
さ
ん
（
足

立
支
部
、
㈲
匠
・
林
工
務
店
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ
と
な
る
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

《
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾
記
》

競技終盤、作品の微調整に余念がない関根さん

カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
、
在
校
生

が
技
能
五
輪
で
金
賞
を
受
賞
す
る

の
は
初
め
て
。
強
豪
校
で
あ
る
住

友
林
業
や
ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
職

業
訓
練
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の

有
力
選
手
が
出
場
す
る
な
か
、
関

根
さ
ん
の
作
品
の
完
成
度
が
そ
れ

ら
を
上
回
り
、
金
賞
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

今
回
の
技
能
五
輪
の
建
築
大
工

職
種
は
58
人
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

カ
レ
ッ
ジ
と
母
体
の
東
京
土
建

は
、
関
根
さ
ん
の
2
カ
月
に
及
ぶ

強
化
訓
練
を
全
面
的
に
支
援
し
、

物
心
両
面
で
関
根
さ
ん
の
頑
張
り

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
技
能
五

輪
で
は
毎
回
新
し
い
競
技
課
題
が

出
さ
れ
ま
す
。
建
築
大
工
職
種
の

今
回
の
課
題
は
「
多
面
体
小
屋

組
」
。
柱
に
棟
木
、
隅
木
を
一
定

の
角
度
で
取
付
け
、
芸
術
作
品
の

よ
う
な
構
造
体
を
つ
く
る
も
の
で

す
が
、
部
材
の
墨
付
け
、
加
工
、

取
り
合
い
の
精
度
が
厳
し
く
審
査

さ
れ
ま
す
。

コ
ー
チ
役
を
務
め
た
第
21
期
生

の
髙
田
慎
太
朗
さ
ん
（
第
56
回
技

能
五
輪
・
建
築
大
工
職
種
で
銅
賞

／
清
瀬
久
留
米
）
は
、
「
関
根
さ

ん
は
、
練
習
で
は
自
分
が
知
る
限

り
最
多
の
22
台
を
製
作
。
本
番
で

大
き
な
ミ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
日
常

的
に
研
さ
ん
を
重
ね
体
得
し
た
高

度
な
技
術
と
、
猛
訓
練
が
実
を
結

び
ま
し
た
。

関根さん喜びの声
技能五輪大会にかかわ
ってくださったカレッジ
の先生方、先輩、事務局
の方々、２カ月間支えて
くれた両親や彼女、何よ
りも大会に送り出してく
れた親方に感謝の気持ち
を伝えたいです。これで
終わりでなく、ここから
が始まりだと思って、こ
れからも頑張りたいと思
います。

技
能
五
輪
全
国
大
会
は
、
厚
生

労
働
省
と
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
、
開
催
地
の
都
道
府
県
が
主
催

す
る
青
年
技
能
者
の
職
種
別
競
技

大
会
で
す
。
国
内
の
青
年
技
能
者

（
原
則
23
歳
以
下
）
を
対
象
に
、

技
能
競
技
を
通
じ
、
青
年
技
能
者

に
努
力
目
標
を
与
え
る
と
と
も

に
、
技
能
に
身
近
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
す
る
な
ど
、
広
く
国
民
一

般
に
対
し
て
技
能
の
重
要
性
及
び

必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
技
能
尊

重
機
運
の
醸
成
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
6
3
年
か
ら
毎
年
開
催
。

競
技
職
種
は
42
職
種
。
建
設
・
建

築
系
は
10
職
種
あ
り
ま
す
（
タ
イ

ル
張
り
、
配
管
、
石
工
、
左
官
、

家
具
、
建
具
、
建
築
大
工
、
造
園
、

冷
凍
空
調
技
術
、
と
び
）
。
中
に

は
大
会
出
場
選
手
が
10
人
以
下
の

職
種
も
あ
り
、
若
手
技
能
者
の
育

成
が
各
方
面
で
危
機
的
状
況
に
あ

る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

東
京
土
建
技
術
対
策
部
で
は
建

築
大
工
職
種
以
外
で
も
、
技
能
五

輪
へ
の
挑
戦
を
奨
励
し
、
応
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
作
業
主
任
者
】

足
場
2
月
24
日
〜
25
日
（
木
金
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
2
月
15
日
〜
16
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
2
月
8
日
〜
9
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
3
月
2

日
〜
3
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）2
月
15
日（
火
）池
袋
、

8
5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
①
2
月
13
日（
日
）

小
平
東
村
山
支
部
会
館
、
②
3
月

24
日
（
木
）
池
袋
、
8
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
2
月
22
日（
火
）

池
袋
、
8
千
円

石
綿
2
月
20
日
（
日
）
午
後
板
橋

支
部
会
館
、
4
5
0
0
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
2
月
25
日
〜
26
日
（
金

土
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1
万
6
5

0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
2
月
4
日
〜
6
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

【
受
験
準
備
講
座
】

二
級
建
築
士
（
建
設
従
事
者
向
け

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
7
月
の
学
科
試

験
を
目
指
す
半
年
の
講
座
）
1
月

23
日
夜
開
講
式
〜
6
月
下
旬
（
木

曜
夜
と
日
曜
昼
）
池
袋
、
19
万
円

一
級
建
築
士
（
7
月
の
学
科
試
験

を
目
指
す
半
年
の
講
座
）
1
月
23

日
〜
7
月
上
旬（
日
曜
昼
）池
袋
、

19
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
1
月
18
日
〜
3
月

22
日
（
火
曜
計
10
回
）
池
袋
、
5

万
4
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
2
月
10
日

（
木
）
池
袋
、
②
2
月
24
日
（
木
）

池
袋
、
③
3
月
16
日
（
水
）
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ
神
奈
川
、
1
万
円

建
築
大
工
以
外
の
職
種
の
競
技
風
景
（
上
か
ら
造
園
、
と
び
、
タ
イ
ル
張
り
）

電
気
設
備
工
（
正
規
）

㈱
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
3
―
6
4
1
3
―
1
9
8
2

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
パ
ー
キ
ン
グ
設

置
（
正
規
）

㈱
ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
3
4
―
3
1
4
0

防
水
工
、
シ
ー
リ
ン
グ
工
（
請
負
）

㈱
ベ
ー
シ
ッ
ク
（
北
支
部
）

☎
0
3
―
5
8
3
9
―
5
5
6
0

造
園
（
正
規
）

㈱
ネ
ク
ス
ト
グ
リ
ー
ン
（
杉
並
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
0
5
0
―
0
0
4
6

電
気
工
事
士
、現
場
雑
工（
短
期
・
請
負
）

㈱
東
伸
電
設
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
3
7
0
7
―
7
7
4
2

配
管
工
事
（
正
規
）

田
中
設
備
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
5
0
―
8
9
7
1

鍛
冶
工
、
金
物
工
（
正
規
）

稲
垣
金
属
㈱
（
江
東
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
1
3
6
―
6
5
5
5

ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

（
正
規
）

㈲
北
山
重
機
工
業
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
3
4
―
7
6
5
2

空
調
工
事
（
正
規
・
短
期
）

㈲
久
栄
工
業
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
0
4
―
9
1
1
0

配
管
工
（
正
規
）

井
上
設
備
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
2
9
―
4
9
7
5

大
工
、
現
場
監
督
（
正
規
・
請
負
）

㈱
ア
イ
ホ
ー
ム
ズ
（
墨
田
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
1
3
―
2
8
3
4

解
体
工
（
正
規
）

㈱
栄
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
5
6
8
―
9
6
1
5

第５９回技能
五 輪 大 会

カ
レ
ッ
ジ
初
の
金
賞

カ
レ
ッ
ジ
初
の
金
賞

建
設
・
建
築
系
で
１０
職
種

大
工
以
外
も
挑
戦
奨
励

第
２３
期
生
の
関
根
祥
智
さ
ん

72

元
請
の
労
災
隠
し
強
要
に
は

応
じ
ず
組
合
に
相
談
を

求

人

求

職

求

人

求

人


